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（巻頭図１）　牛伏川砂防工事竣功個所平面図�
　　　　　　　　　（出典：牛伏川砂防工事沿革史付図に加筆）
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田
川

牛
伏

川

塩
沢

川

牛
伏
川
本
流

境
沢

牛
伏

川
扇

状
地

篠
ノ
井
線

善
光

寺
街

道

大
沢

60
余
年
で
川
床
3丈
有
余
尺
（
30
数
尺
）
高
く
な
っ
た

（
沿
革
史
）

（
巻
頭
図
2）
牛
伏
川
流
域
図

下
流
の
地
形
は
牛
伏
川
の
土
砂
流
出
に
よ
り
つ
く
ら
れ

て
い
る
。

牛
伏
川
の
流
域
面
積
は
、
境
沢
合
流
点
下
流
で
約
5.
6

㎢
、
階
段
工
付
近
で
約
2.
6㎢
で
あ
る
。

牛
伏
川
は
、
古
く
は
赤
い
矢
印
の
方
向
に
流
下
し
て
い

た
と
い
わ
れ
る
。
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荏
沢
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千
曲
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千
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松
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浅
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薬
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沢

芦
沢
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ヶ
沢

牛
伏
川

梓
川

大
町

岡
田
川

山
布
施
沢

長
野

（
巻
頭
図
3）
内
務
省
土
木
局
：「
利
根
川
　
信
濃
川
　
澱
川
　
木
曽
川
　
山
地
砂
防
工
事
歴
」
の

付
図
：
明
治
44
年
（
19
11
）、
個
所
名
加
筆
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（
巻
頭
図
4）
内
務
省
技
師
池
田
圓
男
（
い
け
だ
ま
る
お
）
の
牛
伏
川
階
段
工
設
計
指
導
図

↓
　
�こ
こ
に
「
佛
国
ニ
於
ケ
ル
一
例
」
と
し
て
サ

ニ
エ
ル
の
階
段
工
の
図
が
貼
附
さ
れ
て
い
る
。

19
段
の
落
差
工
に
加
え
、
１
段
の
水
叩
き
の
勾
配
も
さ
だ
め
、
そ
の
間
に
小
落
差
を
３
段
設

け
る
よ
う
詳
細
な
設
計
を
指
導
し
て
い
る
。

上
図
：
池
田
が
書
い
た
み
ら
れ
る
設
計
指
導
図
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
注
：
方
眼
は
尺
貫
法
の
寸
法
で
あ
る
）

左
図
：
水
叩
部
の
拡
大
図
　
小
段
差
、
勾
配
な
ど
が
細
か
く
記
さ
れ
て
い
る
。
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（
巻
頭
図
5）
�第
貳
号
水
路
張
石
水
路
施
行
図
�

（
注：
階
段
工
縦
断
図
　
作
図
は
長
野
県
の
技
術
者
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
）

第
弐
号
水
路
張
石
水
路
施
行
図

　
池
田
圓
男
の
設
計
指
導
を
う
け
て
、
長
野
県
の
技
術
者
が
作
図
し
た
設
計
図

・
水
叩
き
の
勾
配
を
1/
20
と
さ
だ
め
て
い
る
。

・
小
落
差
は
下
流
側
が
３
段
　
上
流
側
は
２
段
と
な
る
。

・
落
差
工
間
の
距
離
は
、
62
，
59
，
51
，
45
，
39
と
短
く
な
っ
て
い
る
。

・
落
差
部
分
の
石
積
み
の
角
を
丸
く
し
て
い
る
。
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根
入

れ
が

あ
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第
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水
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張
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付
属

根
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積
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差

(2
)

差
(3

)

差
(4

)
差
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差
(6
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差

(7
)

差
(8

)(
9
)(

1
0)

第
壱

号
根

止
堰

堤
設

計
高

さ
は

3.
5間

内
務

省
第

１
号

堰
堤

根
入

れ
が

な
い
落

差
石

積
み

（
巻
頭
図
6）
第
弐
号
水
路
張
石
施
行
個
所
平
面
図
・
縦
断
図

・
�平
面
図
で
は
内
務
省
１
号
え
ん
堤
下
流
が
右
岸
に
偏
り
、
洗
掘
さ
れ
て
い
る
た
め
、
階
段
工
は
流
心

を
左
岸
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

・
�上
流
側
に
は
流
心
を
寄
せ
る
た
め
の
導
流
堤
、
最
下
流
側
の
根
止
め
え
ん
堤
直
下
に
木
工
沈
床
が
描

か
れ
て
い
る
。

・
�右
岸
の
斜
面
が
急
崖
に
描
か
れ
て
い
る
。

・
�根
（
1）
～
根
（
8）
、
差
（
1）
～
差
（
10
）
は
筆
者
加
筆
で
、
そ
の
違
い
は
床
固
の
根
入
の
有
無

を
意
味
す
る
。

設
計
延
長
約
46
0尺
（
約
14
0m
）　
落
差
約
80
尺
（
24
ｍ
）
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（
巻
頭
図
7）
　
第
弐
号
水
路
張
石
施
行
個
所
　
横
断
図

左
図
：
階
段
工
の
施
工
横
断
図

上
図
：
内
務
省
１
号
堰
堤
下
流
横
断
図

・
流
路
が
左
岸
に
寄
せ
ら
れ
、
右
岸
は
か
な
り
の
規
模
の
盛
土
が
さ
れ
て
い
る
。

・
横
断
図
の
数
量
記
号
は
、
Ｂ
（
盛
土
）、
Ｃ
（
掘
削
）
は
現
在
と
同
じ
で
あ
る
。

・
�上
図
に
か
か
れ
た
右
岸
斜
面
は
急
崖
と
な
っ
て
お
り
、
右
岸
斜
面
の
対
策
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
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下
流
の
土
砂
堆
積
状
況
（
M
35
）

合
清
水
沢
積
苗
工
（
T2
頃
）

合
清
水
沢
の
張
石
水
路
（
M
45
）

牛
伏
川
流
域
の
地
形
と
砂
防
施
設

赤
色
立
体
図

赤
色
立
体
図
は
、
傾
斜
が
急
な
面
が
赤
く
、
尾
根
は

明
る
く
、
谷
が
暗
く
な
る
よ
う
に
表
さ
れ
、、
1
枚
で

方
向
依
存
性
の
な
い
立
体
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

微
地
形
と
大
地
形
が
同
時
に
わ
か
る
の
が
特
長
で
す
。

（
ア
ジ
ア
航
測
H
P
よ
り
）

斜
面
の
最
上
端
ま
で
積
苗
工
、
張
り

石
水
路
が
施
工
さ
れ
て
い
る
様
子
が

判
別
で
き
る
。（
T1
）

地
獄
谷
の
石
積
み
堰
堤
（
M
36
）

松
本
砂
防
事
務
所
　
航
空
レ
ー
ザ
計
測
デ
ー
タ
を
活
用

ア
ジ
ア
航
測
株
式
会
社
特
許
技
術
に
て
赤
色
立
体
地
図
作
成

提
供
：
松
本
建
設
事
務
所

作
成
：
牛
伏
鉢
伏
友
の
会

こ
の
看
板
は
長
野
県
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
事
業
　
及
び

砂
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
助
成
事
業
に
よ
り
作
成
し
て
い
ま
す

牛
伏
寺
砂
防
ダ
ム

牛
伏
川
階
段
工

泥
沢
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沢

牛
伏
寺

松
建
小
屋

採
掘
跡
が
明
瞭
に
判
別
で
き
る

内
務
省
4
号
堰
堤（
巻
頭
図
８
）　
牛
伏
川
流
域
の
地
形
と
砂
防
施
設


